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メキシコの地質と鉱物資源

メキシコの鉱業事情③

先にメキシコのエネルギｰ資源について述べたので

今回は金属および非金属資源に関するあらましについて

説明することにしよう.但し本文では鉱産物の生産

と消費輸出入のバランス鉱山地区の産出量や製錬の

情況等を中心とし鉱業に関する政策や投資環境等につ

いてはふれたいのでもしこれらを知りたい方は｢海外

鉱物資源開発株式会社(1972年):メキシコ共和国鉱物

資源調査報告書｣を参照されたい.また各鉱山の地質

と鉱床の記載は別に述べる予定であるので今回は割愛

することにした.

1)メキシコの鉱産額

メキシコといえば銀とオパｰルを連想する方が多いと

思われるが以前は世界有数の鉱山国として鉱物資源に

恵まれ今世紀の初めまでほとんど唯一の外貨獲得源と

して鉱物資源は重要放位置を占めてきた.

しかしその後他産業の発達に伴い鉱業の占める位

置は低落して1965年には国民総生産のわずか1.7%

1968年以降1970年までわずかに上昇したが1971年に

は1.47%1972年には1.34%と下降の傾向を示している

(第1表).

この原因については種々の要素カミ考えられるが植民

地時代から開発の進められてきた多数の鉱山の老朽化し

竹田英夫

たこと新規鉱山の開発調査がおくれていること鉱物

資源のメヒガニゼｰションや鉱産物に関する税制の問題

等により外国資本の投資が停滞したことまた鉱産物の

最大輸出先であるアメリカ合衆国カミ1960年以降輸入割

当制を実施したことなどカミあげられる.

1960年以降のメキシコの主要鉱物資源の生産量をみた

とき鉄･マンガン･ホタル石等は年々上昇してきてお

りとくに鉄鉱石については目覚ましいものがあるが

他のものは横ばいかまたは下降している.例えば金

および銀についてみると金の産出量は1960年に比べ

1972年には約半分に降下し銀も若干ではあるが下降線

をたどっている.

一方非鉄金属の銅･鉛･亜鉛はほぼ横ばいかもし

第1表メキシ1コの総生産額と鉱産額の比較
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第1-1図会および銀の生産量推移(但

し金の単位は銀の100分の1

C.､F.M.1972より)
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第1-2図鋼･鉛･亜鉛･マンガン･重品有の生産量推

移(単位;万トンC,F.M,1972)
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第1-3図鉄･硫黄･ホタル石の生産量推移(単位:
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第2表メキシコの鉱業生産成長率(1960年=100)
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1鉄一その征金鉱

金鉄66樹･500万ペント㌔＼__ノ鉄｣(出所鉱μ､石油局)
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＼＼＼_…､ノ属/硫黄と重晶石の生産量は余り安定せずとくに重晶石

＼一49%一､/一についてはそのバラツキが大きい.硫黄の方は原油の

第2図1972年の各種金属および非金属の鉱産額比率(肘脱硫による硫黄生産の影響に作用された可能性があり

所:C･R･N･N･R)'また重晶石の生産は中小企業によるためその浮沈がは

げしいのではないかと思われる(第1図)｡

くはわずかに上昇してきている.金･銀は銅･鉛･亜1972年におけるメキシコの総鉱産額は66億1,500万

鉛の鉱物に付随することが多いが前者の生産が下降しペソ(邦貨にして約1,500億8,000万円)であるがこれ

後者が若干上昇していることは地表付近の二次富鉱体らの中年間生産額1億ペソを越える鉱産物は亜鉛を筆

頭に銅･鉄･銀･ホタル石･鉛･硫

第3表メキシコにおける鉱産物の生産量と消費量(単位:貴金属kg他の金属トン)

黄･マンガン･カドミウム･金の順

年1�金部門�金属部門1�非金属部門
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硫黄�1,178,454�496,408�944,190�515,292

･･脊…墨�50,916��55,110�

重晶石�279,742�186,432�261,403�261.313

ホタル石�1,180,955�39,348�1,042,392�41,611

カオリン�72,587�230,920�71,891�242,145

石.膏�1,298,247��1,497,715�

燐鉱�58,286�ユ,023,412�62,674�1,203,287.

珪石�1,298,247��1,497,715�

(関所;CRNNR1972)

序となり5,000万ペソを越えるも

のとしては重晶石･石膏･ビスマ

ス･水銀･珪砂等があげられる.

これらを貴金属非鉄金属鉄金

属および非金属に分類して夫々の

鉱産額の比率を第2図に示した.

2)鉱産物の需給状況

次にメキシコにおける主要鉱産物

の生産量と消費量について検討して

みよう.

先に国民総生産に対する鉱業の位

置が低下していることを述べたが

鉱業生産自体に関する成長率をみる

と1960年を基準とした場合1972

年には全体の成長率は60%を上廻り

金属鉱業部門で50%非金属部門で

は100%以上の伸びを示している.

これらの成長をもたらした主役は鉄

･マンガン･ホタノレ石等であるが

一方鉱産物の生産量と消費量につい

てみるともっとも成長のいちじる

しv･鉄は未だ生産量が国内消費量を

まかなうに到ってい在い(第2表).

生産量が消費量を上廻るものとし�
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策4表メキシコの輸出総額と鉱産物輸出額(単位:100万ペソ)

年1�総�額1�鉱産物輸出額1�%
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ては金属部門では銀･鉛･亜鉛･アンチモン･水銀･

カドミウム･ビスマス･マンガン等があり非金属部門

では硫黄･ホタル石･重晶石･石墨等があげられる(第

3表).

当然これらの状況は鉱産物の輸出入に影響を及ぼすが

先ず輸出面から検討を始めよう.

(1)鉱産物の輸出

メキシコにおける鉱産物の輸出額は全輸出総額に対し

てここ数年の間にいちじるしい低下を示している(第

4表).また鉱産物の輸出量の推移をみても年々低

下の傾向にありとくに金属部門では1960年に比べてみ

て1972年にはその半分に近く放っている(第5表).勿

論これらの原因は国内産業の発展に伴い国内消費量が

増加したにも拘らず生産量の増加がこれに追い付か荏

かったことによるもので生産量の低下を意味するもの

ではない.

次に鉱産物δ輸出相手国をみるとアメリカがその50

%以上を占めて第1位にあるが日本は9.26%で第2位

の位置にある.続いてブラジルトリニダｰドイタ

リア西ドイツ(2.45%)カナダ(2.23%)ギリシ

ア(1.47%)フランス(1.44%)ユｰゴスラビア

伽1

夂�
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鉱遺物輸出額

イタ｡■1幕ペソア刈カ

トリニダ_ド2･679･077･000
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第3図1972年の鉱産物輸出額の主要各国比率

第5表メキシコの鉱産物輸出量推移(1960年二100)

年1�全部�門1�金属部門�一�非金属部門

�������������

�����������㌉�

�������㈶�����

���������㌰���

�������������

��で出所:CRNNR�1972)��

(出所CRNNR1972)

(1.30%)トルコ(1.23%)コロンビア(1.22%)

ベネズエラ(1.04%)その他と柱っている(第3図)一

メキシコの主要輸出鉱産物は第6表に示したがこの

牛その大部分をアメリカに輸出しているものとしては

アンチモン(94%)砒素(100%)カドミウム(86%)

重晶石(99%)ホタル石(94%)であり輸出最の40

%以上をアメリカ向けに出荷しているものとしては銅

水銀マンガン亜鉛セレン硫黄等があげられる.

一方日本に対する主要な輸出品目は銅水銀マ

ンガン亜鉛でありこの統計には脱落している銀もま

た多量に輸出されている(第4図).

.(2)鉱産物の輸入

次に鉱産物の輸入状況についてみてみるとその輸入

額は1968年以降増加の傾向にあるが全体の輸入総額と

の比率は減少を来している(第7表).また鉱産物の

輸入量は1960年に比べて1972年には4倍近くに増大して

第6表1972年のメキシコの主要輸出鉱産物(単位:トン)

名輸出量
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きており金属部門で約3.4倍非金属部門で5.4倍と

なっている.この現象はやはり国内消費量の伸びによ

るものとみられる(第8表).

メキシコの主要輸入鉱産物とその輸入量は第9表に示

したがこの表をみて気の付くことはとくにメキシコ

では塩基性岩類に伴う鉱産物が乏しくその大部分を輸

入に頼っていることである.

これらの輸入量の牛その大部分をアメリカに依存し

ているものとしてはクロｰム(98%)鉄(93%)

モリブデン(95%)錫(88%)アルミニュｰム(83

蒼鉛銅

第7表メキシコの輸入総額と鉱産物輸入額(単位≡100万ペソ)

年1�総�額1�鉱産物輸入額�%･

�������〴〉�㈴�

������������

�����〉������

���������㌮��

�����〉�㌳〉㌮��

水銀

マンガン

(出所:CRNNR1972)

第8表メキシコの鉱産物輸入量推移(1960年=100)

年1�全都門1�金属部門1�非金属部門
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第9表メキシコの主要輸入鉱産物(単位:トン)

アルミニウム(金属)

クロｰム

錫

鉄

モリブデン

ニッケル

チタン

石綿

ボｰキサイト

カオリン

燐鉱

マグネサイト

珪石

滑石

1971年

1972年
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硫黄ホタル宿

第4図海外諸国に対する輸閥鉱産物の比率(1972年)

(出所:CRNNR1972)�
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アルミニュｰムチタン

%)ボｰキサイト(100%)カオリン(98%)珪石

(98%)などでありチタンニッケノレ石綿はカナダ

からの輸入カミ多い(第5図).輸出国で第2位の地位に

ある日本からの鉱産物の輸入は少量のチタンを除いて

皆無に近い状況にある.

以上メキシコの鉱産物に関する需要と供給の状況を

検討した場合国内産業の発展に伴い鉱産物の内需が増

加してきているが生産量とのバランスがくずれて国内

供給量は相対的に低下しつつあり輸入量が増大する傾

向にあることが指摘されると共に輸出入両面において

劾米依存度がいちじるしく高いといえよう.

ニッケルモリブデン

海綿

第5図

海外諸国か

らの輸入鉱

産物の比率

(1972年)

滑宿

3)メキシコの主要鉱産地域

先ず燃料資源も含めた全鉱産額を基準として各州別

に夫々の鉱産額の比率をみた場合北部にあるチワワ州

が最も高く全体の21.52%を占めその西側にあって

アメリカのアリゾナ州に隣接するソノラ州が9.35%チ

ワワ州の東側のコアウイラ州が7.21%となっておりア

メリカに接するこれら3州の鉱産額の合計はメキシコ

全体の鉱産額の1/｡以上を占めている.但しチワワお

よびソノラ両州は銅･鉛･亜鉛等の非鉄金属を主とす

るカミｰ方コアウイラ州は粘結炭･ホタル石･重晶石

㍑ペアメリカ合衆国
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60αo単位(100万ペソ)

(lo.oo%〕金鉱産額との比率

㊥

各州における鉱産額の内訳

比率

■■,

幽鉱業従業員数(全1,000人)
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`毒訓宝ξ㈱1

一･1

ブラア･

榊亮㌶岬㌣キ
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第6図メ

キシコ各州の鉱産額およ

び鉱山従業点数(1968年)�
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等の燃料および非金属が中心となる.またメキシコ

の中央部に位置するサカナカズサンりレイス･ポトシ

イダルゴの諸州も鉱産地域として重要であり夫々全体

の鉱産額の比率からみて5位6位7位を占めており

これらに隣接するドゥランゴおよびグアナフアトを含め

ると全体の25%をやや上廻る鉱産額の比率となる.

メキシコ湾に面するベラクルス州は石油および硫黄の

産出により全鉱産額の13.43%を占めチワワ州に次

いで第2位にある(第6図).

次に鉱種別にみたメキシコ各州の産出量の比率をみ

ると非鉄の分野ではチワワ州カミ銀･鉛･亜鉛で第1位

にありソノラ州は銅の産出量で全体の半分以上を占め

ている.またドゥランゴ州とイダルゴ州は金･銀

の産出で重要な地位にありサカテカス州は金･銀･銅

･鉛･亜鉛のいずれの分野にも相当の産出量を示してい

る.

鉄およびマンガンについてみると鉄ではこれもまた

チワワ州が第1位にありノ･リスコドウランゴコア

ウイラと続いている.またマンガンはイ.ダルゴ州が

全体の産出量の90%以上を占めいちじるしく片寄った

印象を受ける.

非金属の分野ではホタル石の産出量の1位がサン･ル

｡㍗｢∴
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/'一''＼＼
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マンガンホタル;百童晶石

第7図鉱種別にみたメキシコ各州の鉱産量の比率(1972年)

イス･ポトシ州一方重晶石はミチョアカン州が1位で

あるがコアウイラ州は両者にわたって2位を占めてい
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第8図メキシコ

の金･銀･鋼･鉛･亜鉛主要鉱産地域�
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策10表

メキシコの各州および主要鉱産地域の金･銀･銅･鉛･亜鉛の産国量(1972年)

州および地域名

金(kg)

銀(kg)

鉛(トン)

銅(トン)

亜鉛(トン)

アグアカリエンテス(Aguacalientes)_

アシエントス(As玉entos)

パッノ､･カリフォルニア州(北都)(BajaCali{omia)

バヅノ･･カリフォルニア(南部)(BajaCa肚｡miaエ

ムレヘ(Muleζe)

二1アウィラ(Coahui1a)

オカンポ(Oca㎜po)

シエラ･モノ･一ダ(SierraMojada)

チワワ(Chihuah1ユa)

アルダマ(A1da加a)

アキレス･セルダン(Aqui1esSerd色n)

イダノレゴ･デノレ･パラノレ(HidalgodelPaτra1)

サンフランシスコ･デノレ･オロ(SmF正anciscode1Oro)

サンタ･バルバラ(S帥taBarbara)

サウジｰジョ(Sauci11o)

ドゥランゴ(Durango)

クエンカメ(Cuoncamε)

サンディマス(SanDimas)

トピア(ToPia)

グアナフアト(Guana.uato)

グアナフアト(Guanojuato)

ケレｰ口(Guerrero)

タスコ(Taxco)

イダルゴ(Hida19o)

ノくチェカ(Pachuca)

シマバン(Zimapをn)

ハリスコ(Ja1isco)

ホラｰニヨス(Bala5os)

一夕ノレパ･デ･アジェンデ(TalpadeAllondo)

メキシコ(M6xico)

サグアルハン(Zacualpan)

ミチョアカン(Michoacan)

アンガンゲオ(Angangueo)

ラ･ウァカｰナ(LaHuacana)

モレｰロス(More1os)

トラノレキテナンゴ(T1a1quitenango)

ナヤリ(Nayarit)

ヌエボ･レオン(NuevoLeon)

オアノ･カ(Oaxaca)

イストラン･デ･ファｰレス(IxtlandeJu虹es)

プエブラ(P11ebla)

ケレタロ(Queretaro)

カデレイタ(Cadereyta)

サン･ルイス･ポトシ(SanLuisPotosi)

カトｰルセ(Catorce)

チャルカス(Charcas)

ラ･バス(LaPaz)
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シナロプ(Sina1oa)

コンコルディア(Conco正dia)

チョイス(Choix)

ソノラ(Sonor乱)

カナネア(Canmea)

タマウリパス(Tamau-ipas)

サカテカス(Zacatecas)

ニコンセプシオン･デル･オロ(Concepci6nde1Oro)

チャルチウィｰテス(Chalchih口ites)

ブレスニｰジョ(Fresni11o)

マサビノレ(Ma囲pi1)

メルチョｰル･オカンポ(MelchorOcampo)

ソンブレｰテ(Som1〕rete)

サカテカス(Zacatecas)

ビｰジヤ･イダルゴ(Vi11aHidalgo)
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(出所:C.M.F1972)

る.第7図に示さなかった硫黄はベラクルス州が全体

の産出量の95.5%を占め独占的地位にある･

メキシコの金･銀･銅･鉛･亜鉛の主要鉱産地域の地

理的位置とそれらの産出量については第8区および第10

表鉄･マンガン･ホタル石･重晶石･硫黄の主要鉱産

地域については第9区および第11表を参照されたい.

これらの主要鉱産地域名は一部鉱山地区名と一致するも

のもあるが大部分は直接鉱山地区名を指示しないので

その点あらかじめお断りしておくこととする.

次に各州別に鉱産状況を説明しよう(順剤ま州名の頭文

アメリカ合衆国

�潯�

軍コサリr凡例
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Φ

jプェナ･州炉ラ･瀞鉄
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､カマルゴ1シエラ.モ^一ダムスキス

…⑱f■④○ホタル石

ヘイぶlll;ザ考孜①重1石

し.j1一㌧＼㊥ホタル石･重晶石

1月､'.榊○＼､

＼､θへ叩へ､!サルテイフ◇硫黄

､ド皆ツｰ(･◎てニレアナ
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ヘ押〕
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じく1･･ミナテ㍗ランくトｰ一

〉㌧フ＼

{グァテマラ

第9図メキシコの鉄･マンガン･ホタル石･重晶石･硫黄主要鉱産地域�
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策11妻

メキシコの各州および主要鉱産地域の鉄･マンガン･ホタル宥･重晶石･硫黄の産出量(1972年)

州および瑚城名

アグアカリエンテス(Aguacalientes)

コアウイラ(Coahui1a)

カスタｰニョス(Ca冒taios)

アクｰニャ市(Cd.Acuia)

クァトロジエネガス(Cuatmci台negas)

ムスキス(立uZq七iZ)

オカンポ(Ocampo)

サルチィｰジョ(Sa1ti11o)

シエラ･モノ･』ダ(SierraMojada)

コリｰマ(Co1ima)

チワワ(Chihuahua)

ブエナベント古一ラ(Buenaventura)

カマルゴ(Camargo)

イダノレゴ･デノレ･パラル(Hidalgode1Parra1)

フリメス(Ju1imes)

サン･フラ:■シスコ･デル･オロ(SanFranciscodelO正｡)

ディストゥリト･フェデラル(DistritoFederal)

ドゥランゴ(Durango)

ドゥランゴ(Dufango)

エル･ロデオ(E1Rodeo)

グプナファト(Guanajuato)

亨〆.'ノとイ`ケデ･g･バス(SanLuisde1aPoz)

ビクトリア(VictOria)

イダルゴ(Hida1go)

カノレドナル(Cardonal)

モランゴ(Molango)

ソチコアトラン(Xoch三｡oat1組)

ノ､リスコ(Ja1isc0)

ピウアｰモ(Pihumo)

ンヒコ(M6xico)

ミチョアカン(Michoacan).

コアルコマン(Coa1com乏n)

メエボ･レオン(NuevoLe6n)

ガレアナ(Ga1eana)

オアノ･カ(Oaxaca)

サン･ルイス･ポトシ(SanLuisPotosi)

チャルカス(Cha■cas)

サ:■りレイス･ポトシ(SanLuisPotosi)

ビｰジャ･ファｰレス(Vi11aJu会res)

ビｰジャ■サラゴｰサ(Vi11aZaragoza)

シナロア(Sina1oa)

ソノラ(Sonora)

ナコサリ(Nacozari)I

タマウリパス(Ta耐au1ipas)

ξテニ･口･(C.Madero)

ベラクルス(Veracruz)

ハルテイバン(Jaltipan)

鉄(トン)マ/カン(トニ/)ホタル石(トノ)
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ミナティトラン(Minatit1出)

ホサ･リガ(PozaRica)

サカテカス(Zacatecas)

総計

�〵�㌶　

��

����

��

�〴㈬㌹�

㌶㌀

㈶��㌀

㌲���

㌱�㌳

���　

(出所:C.F.M1972)

字を基準にしてABC順になっている)､

(1)アグアカリエンテス(Ag囎6a1ie此e回)州

メキシコの中央部にあるこの州は面積もせまくアシ

ェントス(Asientos)とテベサラ(Tepeza1を)以外余

り重要な鉱山地区は知られていない.アシエントスの

産出量は第10表に示した通り年間金5たg銀6,821kg

銅683トン鉛42トン亜鉛10トンホタル石1,853トン

でありテベサラは金1kg銀1,253kg銅7トン鉛

29トンを産出しいずれも少量の錫を伴っている.なお

アシエントスにはレアル･デ･アシエントス･イ･アネ

グサス(Rea1deAsientosyAnexas,･S.Aつ会社によ

り日産300トンの選鉱場がある.

アグアカリエンテス州の1968年の鉱産額は1,020万ペ

ソでメキシコの全鉱産額の0.16%を占めるに過ぎたい

(第10図).

(2)バッハ･カリフォルニア(臨加Ca肚｡mi8)州(北部)

バッハ･カリフォルニア半島の北部にあるこの州は

金･銀･銅･タングステン･鉄･1石膏･大理石･石灰岩

･珪砂･硫黄等の鉱床が知られているがこれまで鉱業

的には重要な位置になかった.しかし最近エル･ア

ノレコ(E1A.co)でホｰフィリｰ･カッパｰ鉱床の存在

が確認された模様でありその重要性が注目されている.

1972年の鉱産量はエンセナｰグ(Ensenada)地域から

銀6kg銅14トシテイフアナ(Tijuana)地域で銀3kg

といった程度であり前者はエノレ･アラモ鉱山のものと

思われる.またエンセナｰグ付近ではセメント材料

として石灰岩石膏鉄鉱床の一部が採掘されている.

1968年の鉱産額は380万ペソで全体のO.06%にしかす

ぎない(第11図).

(3)バッハ･カリ=フオルニア(腕jaCa肚｡mia)地区(こ

の地区は未だ州には匁っていない)(南部)

バッハ･カリフォノレニア半島の南部のこの地区は北

部に比して鉱業は盛んでありサン･マルコス島(Is1ade

SanMarcos)の石膏はメキシコで最大の産出量となって

いる.またケレｰ口･ネグロ(Gue工reroNegro)の

塩の製造は年間400万トンに達する.

一方金属部門としてはムレヘ(Mu1ej6)地域のサン

タ･ロサリア(SantaRosa1ia)から銅を2,726トンサ

ン･アントニオ(SanAntonio)から銀22kg鉛2'トン

を産出している(1972年).

!968年の鉱産額は2億3千万ペソでメキシコ全鉱産

額の3.72%に相当し鉱業従業者数は約2,000人である

(第12図).

(4)コ'アウイラ(Coah㎜H固)州

メキシコの北東部にあるコアウイラ州の主要鉱産物は

石炭とホタノレ石でありこの地銀･鉛･亜鉛･銅･重晶

石･ベントナイト･石灰岩･ドロマイト等を産する.

金属部門の鉱産額は非金属部門に比して劣るがオカン
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第10図

アグアカリエンテス州の鉱山分布図

アジエントス(Asientos)

コシオ(Cosio)

カルピｰジョ(Ca1vi11o)

リンコン･デ･ラマス

�楮���慮�猩

テベサラ(Tepeza1全)

テレｰ口(C.Terrero)

ベナデｰ口(S.M.Yenadero)

金･銀･銅･鉛･亜

鉛･錫･ホタル石

錫

錫

銅･錫

金･銀･銅･鉛･亜

鉛･錫･ホタル石

金･銀･銅

重晶石

注傍線は稼行鉱山を示す(第10図～第37図)�
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第工1図バッノ･･カリフォルニア州(北部)

の鉱山分布図第12図バッハ･カリフォルニア地区(南部)の鉱山

分布図

工ノレ･アラモ

1(･1･1…)金'銀'銅ケレｰ口.ネグロ

･エル'アルマ｡1｡､､｡)金･銅(･岨･･････…)塩

3メヒカリ(M｡｡i｡､li)硝ルシｰフェル(L･･if･･)マンガソ

サン･アントニオ1

4オホス.ネダ回ス滑石(SmAntoni｡)金.銀･銅

､フン維\eg｢0ss)石灰岩サ完孟鵠｡､､c｡､)硝･

(Pmt･Chim)サンタ.目ザリア3

･ξζ繍葛1憾む影シグ(･㎝･…1･1i･)鋼｡

7サン'ボノレハ金.銀ビスカイノ(Visca五no)石綿･クロｰム･金

�慮����

サン･ビセンテ

8鉄

�慮噩捥���

gサンタ.ウルスラ鉄

(SantaU正su1a)7

10シエラ･デ･ファｰレスタングステ

(SierradeJu虹ez)ン･金8

�

ポ(Ocampo)地域のラ･エンカンタｰダ(LaEncan一ユ｡

tada)から金1kg銀49,326たg鉛12,661トン銅2611

トンシェラ･モハｰダ(SierraMojada)のエルク』レ12

ス(Hercu1es)からは鉄394,913トン亜鉛3,156トンエ3

銀ユ36kg鉛72トンを産出している(1972年).上記以14

外に小規模の産出地域がいくつかあり非鉄金属に関す15

るポテンジアリティｰは比較的高いとみられている.16

ユ7

石炭の産出量はコアウイラ州全体で3,613,926トン

�

であり(1972年)メキシコではこの州以外にソノラ州19

柱とに炭田はあるが産出は皆無である.またホタ20

㈱

ル石は274,572トン重晶石は78,031トンを産出し22

(1972年)それらの産出量はいずれもメキシコ各州の23

㈴

中で第2位の地位にある.

㈵

1968年のコアウイラ州の鉱産額は4億4,630万ペソで

㈶

メキシコの総鉱産額の7.21%を占めている(第13図).

㈷

㈸

(5)コリｰマ(C･1im･)州29

太平洋に面するコリｰマ州は面積が小さく1969年ま30

ではほとんど鉱産額は無かったが1970年からミナティ31

トラン(Minatit1色n)地域のぺ一ニヤ･コロラｰダ(Pe丘a32
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セロ･デ･ロス･リｰプロス

(Cerrode1osL五bros)

セロ･ナウアトル(CerroNo11uatl)

コリｰマ(Co1ima)

クイウトゥラン(Cuyutlan)

エル･チカル(ElChical)

イストラウアカン(Ixtlahuacとn)

ノ､リノく(Jalipa)

ロス･アマ』テス(LosAmates)

ぺ｣ニャ･コロラｰダ(PeiaCo1orada)

ピスシラ(PisciIa)

テコマン(Tecomるn)

サグアルハン(Zacualpan)

石膏

鉄

石灰岩

塩

銅

石膏

コバルト

石膏

鉄

鉄

石膏

鋼

アウ1コｰラ(A岨｡ra)

セイバ(Ceiba)

セロ･ブルホ(CerroBrujo)

エスタシオ:■･ファｰレス

(Estaci6nJu色rez)

マクイラパ(Macuilapa)

モトシシトラ(Motozint1a)

ピヒヒノくン(Pijijipan)

サンタ･フェ(SantaFe)

シモホベル(Simojovel)

鉄

鉄

金･銀

粘土

金･銀.

銀

石灰岩

金･銀･銅･瑳灰石

號珀

Co1orada)鉄山の開発が始まり1972年には36,890トン

の鉄が産出されている.またコマラ(Coma1a)地域

のエル･チカノレ(E1Chica1)では銅29トン銀5kgの産

出がみられ(1972年)地質条件からみて非鉄金属に関

するポテンジアリティｰもあるといわれている.1969

年の鉱産額は320万ペソでメキシコ全体のO.05%に相

当する(第14図).

(6)チアパス(Chi叩舳)州

メキシコの東南端に位置しグァテマラと接している

この州はこれまでピヒヒパン(Pijijipan)の石灰岩が主

として採掘されてきた.しかしピチュカノレコ(Pichu-

ca1c0)地域のサンタ･フェ(SantaFe)には珪灰石を伴

い金･銀･銅を主とする鉱化帯があり開発が期待され

ている.1972年にはこの地域から銀1水g銅3トン

を産出した記録がある.また最近グァテマラの国境

付近で巨大なホｰフィリｰ･カツバｰ鉱床カミ発見された

という新聞情報があるが真偽のほどは不明である.

1968年の鉱産額は250万ペソでメキシコ全体のO.04

%にしかすぎずこの大半は石灰岩の採掘によるもので

ある(第15図)･

(7)チワワ(C肚虹u沁似凪)州

メキシコの北部中央にありアメリカのニュｰ･メキ

シコおよびテキサスの両州に接しているチワワ州は先に

も述べたように鉱業がもっとも盛んで最大の鉱産額を

示し銀･鉛･亜鉛･鉄の産出量は第1位銅は第2位

を占めこの他カドミウム･マンガン･大理石･石灰

岩･珪砂等を産しさらにメノウ等の貴石も産出する.

主要鉱産都市としては南側のドゥランゴ州に近いイ

ダノレゴ･デノレ･バラノレ(Hida1gode1Par工al)サン･フ

ランシスコ･デノレ･オロ(SanFエanciscode1Oro)お

よびサンタ･バノレバラ(SantaBarbara)州都のチワワ

(Chihuahua)およびチワワ市に属するアバロス(Ava1os)

チワワ市の北東のアノレダマ(A1dama)および南東のアキ

レス･セルダン(Aqui1esSerdan)サウジｰジョ(Sau･

ci11o)カマルゴ市(CindadCama工go)またチワワ州

の西側では北からブェナベントゥｰラ(Buenaventu工a)

オカンポ(Ocampo)バトピラス(Batopi1as)等があげ�
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金

㌰

㌱

㌲

㌳

3里

㌵

㌵

㌷

㌸

サン･エスベドィｰト(SanExpedito)

サン･フランシスコ･デル･オロ
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サンタ･バルバラ(SantaBarbara)

サンタ･エウラリア(SantaEu1a1ia)

シエラ･デル･カブリソ

��牲������

テモｰリス(Temori昌)

テレナｰテス(Ter王enates)

ウリケ(Urique)

ビｰジア'アウマｰダ(Vi11aAhu㎜ade)

重晶有

金･銀･銅･鉛'･亜鉛

金･銀･鍋･鉛･亜鉛

金･銀･銅･鉛･亜鉛

石膏

金･銀

マンガン

金･銀･銅･鉛･亜鉛

肩灰岩

られる.なおアバロスには日産!,400トンの金･銀･

銅･鉛･亜鉛を対象とした製錬所がある･.

1968年の鉱産額は13億3,280万ペソで全体の21.52%

を占めており鉱山従業者数は約1万2千人である.

チワワ州はポテンジアリティ]が高くとくに西シエラ

･マｰドレに属するチワワ山脈(SierradeChihuahua)

には鉱床賦存の可能性があるといわれているが交通

がきわめて不便のため充分な調査カミ行なわれていない

(第16図).

(8)連邦州(皿is倣itoFe由ra1)

主都のメキシコ市周辺は連邦州と呼ばれているがこ

の州は面積も最小であり建築および土木用石材を産す

るに過ぎない.また非金属系の会社が13社ありカオ

リン･重晶石･ベントナイト･珪砂･ホタノレ石･粘土等

の加工処理を行たっているが原料は他州から運ばれて

きている.連邦州の1968年の鉱産額は180万ペソで

全鉱産額の0.03%にしか過ぎない.

(9)ドゥランゴ(皿㎜蝸亙g0)州

メキシコの北酉部に位置するこの州は酉シエラ･マ

ｰドレから高原地帯にわたっており金･銀･鉄および

ホタル石等を産出する.この中金の産出量はメキシ

コ全体の32.8%を占めて第1位にあり銀は第4位鉄

は第3位の産出量を示すが鉱産地域が多いわりには鉱

産額が低い状況にある.この原因は地形がけわしく交

通がいちじるしく不便であること土着民による小規模

の開発に頼っていること鉱床が浅熱水性タイプのもの

が比較的多いことなどが考えられる.

貴金属を含めた非鉄金属の分野ではクエンカメ(Cue･

ncamる)サン･ファン(SanJuan)およびトピア(To-

pia)等の鉱産地域が産出量も多く一方鉄はドゥランゴ

(D平ang0)市に隣接するセロ･デ･メルカｰド(CerrO

deMlercado)から多量に産出している.

1968年の鉱産額は2億3,400万ペソで全体の3.78%

を占めるがこの中銀が1億300万ペソと高い産額を示�



一43一

王07｡�1q6.�Iq5'�1�ぺ�1Oポ

ワワ州,�����

呈�27｡����

r1�＼へ｡�一＼1�'､J.��

���

ノτ�､一一⑮�､ノ�⑮＼��

,⑭'⑫④⑳除⑭⑳ム,⑤⑳＼⑳一寧⑳､⑳､⑨�⑳�)やべ���

コ｣26｡⑰1>�����

⑳�ノ�J､���

⑬⑩�����

⑳�⑳�｡戸25｡���

⑦�����

③⑪�⑳⑥②�!､⑳���

､/､⑳�/^.�._ノ���

｣�����

x�⑳⑳�⑳､!一���

◇'''�⑧�24｡���

ム�1⑯�⑩目寺���

〃�!�ヤ���

⑳�介����

⑱!�久����

1■�牟����

茶�23'����

メさ�レ1べ丸ノ����

“■,･川岬�����

海ランゴ州�����

ぐ�����

“�����

第17図

ドゥランゴ

州の鉱山分

布図

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹
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金･銀･鉛

銅

金･銀･銅･鉛･亜鉛･錫

金･銀･鉛･亜鉛･マ

ンガン

銅

銀･鉛･亜鉛

銀･鉛

アンチモン

銀･鉛･銅･マンガン

銀･鉛･水銀

ホタル石

金･銀･鉛

水銀･カオリン

金･銀･鉛･水銀･石

英･長石

タングステン･銅

銀･鉛･銅

銀･鉛･亜鉛･銅･重晶石

釧･錫

銀･鉛･亜鉛

金･銀･鉛

金･銀･鉛
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サビオリス(Sapioris)

タウアウェト(Tahuahueto)

タマスｰラ(Tamazula)

タヨルティｰク(Tayo1tita)

テペウアネス(Tepehuanes)

トピア(ToPia)

ベラルデ』ニア(Ve1ardeia)

ビセンテ･ケレｰ口(VicenteGuefrero)

ビｰジヤ･イダノレゴ(Vi11aHida1go)

ビｰジヤ.ウニオン(Vi11aUnion)

金･銀･銅･鉛･亜鉛

銀･鉛･錫

鉄･銅

銀

金･鉛

金･銀･鉛

金･銀･鉛･亜鉛･錫

金･銀･銅･鉛･亜鉛

銀･鉛･亜鉛･銅･ア

ンチモン

銀･鉛･亜鉛

銅･重晶石

錫･アンチモン･水銀

している.上記の他銅･水銀･ベントナイト等も産

し鉱産額の一端牽担っている.1968年の鉱山偉業者

数は4,565名である(第17図).

(10)グアナフアト(G1凪皿的1咽to)州

メキシコの中央に位置するこの州は金･銀･ホタル石

の産出量が比較的多くまた石灰岩･ガラス用珪砂･耐

火原料および水銀も産する.金の産出量は全体の9.4

%で5位赤タノレ石は19.9%で3位を占めるが全般的

にみると非金属鉱業が盛んな州といえよう.

金･銀は州都のグアナフアト(Guanajuato)市地域に

産しホタル石は北東部のビクトリア(Victoria)地域と

サン･ノレイス･デ･ラ･パス(SanLuisde1aPa2)地

域から産出している.

以前は主要な鉱産州であったが最近はやや衰退気味

であり1968年の鉱産額は1億5,340万ペソで全体の

2.48%に相当し鉱山従業者数は2,100名である.ご

く最近の動向としては旧鉱山再開発の気運がみられる

(第18図).

(11)ケレｰ口(Guer正ero)州

太平洋に面しアカプノレコ(Acapulco)のあるごρ州

は銀･鉛･亜鉛･銅･水銀･重晶石を産し亜鉛の産出

量はメキシコ全体の3.8%で第3位にある.古くカ王ら

開発されているタスコ(Taxc0)は最近考朽化していきた

が1972年には金27kg銀33,182kg鉛7,495トン

鉛7,495トン銅263トン亜鉛16,241トンを産出して

v･る.

ドゥランゴ州と同じ･く鉱産地域が多く知られている

わりには鉱産額は少なく1968年には1億6,770万ペ

ソで全体の2.71%に過ぎない.また鉱山従業者数は

約2,700名である.

この州の大半は南シエラ･マｰドレに属し開発調査�



一44一

1�2■����100｡�

��'�〉･���

��し⑮��㌧4一ル1/スポ1トン､,､��

��/��＼��

��＼帝･�⑪��!面＼`一�

����⑰��

�◇����⑳δ･�

�十六⑫��⑧⑤��⑮③.ア�

､������

21｡��⑳�タτナ7�ト��

����

之��⑳⑯■�⑳���

��⑨��⑩④�.⑲朴!N工�

!��①��七フ�一{�

�⑭����1､{�

ユｰ�����＼“}..｡�

��～���⑪＼�

��､､�一一.､i���

20一��'チョ��②��

���アカ㌧1､･1』ン〃���｡`(グ7ナワ丁ト州遂

������'■.き

����

Monte)ミネラノレ･デノレ･チコ(Mineτa1de1

Chico)カプラ(Capu1a)および同州西部のケレ

タロ州に近いシマパン(Zim即をn)から産する.

またマンガンはメキシコ全産出量の90%以上を

占めその大半はモランゴ(Mo1ango)から産出

する.この他銅･鉛･亜鉛･カドミウム'ア

ンチモンも産し石灰岩その他の非金属鉱床は

この州の南西部でメキシコ州に接するテペヒ･デ

ル･リオ(Tepejide1Rio)地帯に集中している.

1968年の鉱産額は3億2,600万ペソでメキシ

コの全鉱産額の5.26%に相当し鉱山従業者数は

約7,000名であり面積の小さいわりには鉱業の

盛んな州といえよう(第20図).

第18図グアナフアト州の鉱山分布図
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エル･レフヒオ(E1Refugio)

グアナフアト(Gumajuato)

イラプアト(Irapuato)

J.ロサス(J.Rosas)

ベレｰクアロ(Jerさ｡uam)

レオン(Le6n)

オカンポ(Ocampo)

ベンノ･モ(Penj固mo)

ポンス(Pozos)

ロミｰタ(Romita)

サン･.ディエゴデ･ラ･ウニオン
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サン･フェリッペ(SanFe1ipe)

サン･ホセ･デ･イトゥルビデ

(SanJOsξdeIturbide)

サウセダ(Sauceda)

シエラ･デ･アルペロ(S五sπadeArpem)

シラオ(Si1ao)

シチュｰ(Xich亡)

パｰライト･金･銀

珪藻土

鉛･水銀

カオリン･石灰岩

水銀

ホタル石

ホタル石一

金･銀

石灰岩

アルｰナイト

オパｰル

石灰岩･銀

錫

パｰライト･オパｰル

銀･銅･水銀

石灰岩

錫

水銀･石英･石灰岩

珪砂

錫

タングステン

カオリン

金･銀･銅･鉛･亜鉛

･石灰岩

が遅れている感があり今後の探査如何によって新鉱床

発見の可能性が高いといわれている(第19図).

(12)イダルゴ(醐他1go)州

メキシコの中央部に位置し新期火山地帯に属するこ

の州は金･銀の産出量が多く金は全産出量の12%で

2位銀は11.5%で3位を占めている.これらはパチ

ュカ(Pachuca)周辺のレアル･デル･モンテ(Rea1de1

(13)ハリスコ(肋1i86o)州

太平洋岸のほぼ中央部に位置しメキシコの第2の都

市グアダラノ･ラ(Guada1ajara)をもつこの州は東部と南

部が火山岩類に覆われるため鉱床を探査することが困

難な条件におかれており面積の比較的広いわりには鉱

業が余り盛んではない.しかし鉄の産出量はメキシ

コ全体の27.8%を占めて第2位にありその大半はピウ

ァモ(Pihuamo)から産する.この他マンガン･カ

ドミウム･銅･鉛･亜鉛･銀の産出もありまた石灰岩

ホタル石･重晶石を産する.1968年の鉱産額は1億

1,410万ペソで全体の1.84%に相当しこの内訳は鉄

4,070万ペンマンガン1,050万ペソ石灰岩3,840万ペ

ソその他となっている.鉱山従業者は2,308名である

(第21図).

(14)メキシコ(珊虹i60)州

メキシコの中央よりやや南側に位置し首都圏の連邦

州に隣接するこの州は鉱業は他の工業に比べて重要性が

低い.一般に非金属鉱業カミ多くセメント用石灰岩

耐火粘土ベントナイト等が主として採掘されており

小規模の金･銀･銅･鉛等の鉱山も若干ある･

1968年の鉱産額は6,560万ペソで全体の1.06%に相

当する程度である.また鉱山従業者数は1,045名で

ある(第22図).

(15)ミチョアカン(Mi6hoac8n)州

太平洋に面し南シエラ･マｰドレに属するこの州は

銅の産出量が全体の9.7%を占めて第3位重晶石は39.5

%で第1位にある.金属部門では鋼以外に金･銀･鉛

･亜鉛を産出し非金属部門では重晶石をはじめ耐火粘

土･カオリン･ガラス用珪砂･石灰岩･珪藻土も産する.

ミチョアカン州は地質的にみて貫入岩類が多く擦触�
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アグア･ブランカ(AguaB1anca)

アトトニルコ(Atotoni1co)

カプラ(Capula)

カルドナル(Cardonal)

エンカルナシオン(EI1camaci6n)

イスミキノレバン(Ixmiqui1p畑)

ミネラル･デル･チコ(MineraldeICh三｡o)

モランゴ(Molango)

レアル･デル･モンテ(RealdelMonte)

テゴサウトラ(Tecoz舳tla)

テペヒ･デル･リオ(Tepej三de1Rio)

トラチノｰル(T1achino1)

トゥｰラ(Tu1a)

サグアルテイバン(Zacualtipan)

シマパン(Zi加apan)

カオリン

石灰岩･大理石･カオ

リン

銀

ホタル石･鉛

鉄･銅

大理石

金･銀

マンガ:■

金･銀･鉛･亜鉛･珪砂

粘土

粘土･眉膏

マンガン

粘土･石膏

石炭

銀･鉛･亜鉛･銅

交代鉱床や鉱脈型鉱床が生成され易い環境にありまた

ホｰフィリｰ･カッパ鉱床もあるといわれている.銅

の生産はラ･ウァカｰナ(LaHuacana)地域のインクア

ラン(Inguarξn)が中心で1972年には7,336トンを産

出しており銀はアンガンゲオ(Angangeo)から主とし

て産する.一方太平洋岸に沿って分布する鉄鉱床は

ラス･トゥノレｰチャス(LasTmchas)を中心に開発に

着手されている.

,1968年の鉱産額は6,030万ペソで全体の0.97%に

過ぎないが非鉄金属一とくに銅一鉱床の賦存の可能性

が高く将来性のある州として注目に価すると思われる

(第23図).�
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銀

鉄

銀･鉛･亜鉛

金･興･鉛･亜鉛

銀･鉛･亜鉛

マンガ:ノ

鉄

オパｰル

鉄

鉄

石灰岩

金･銀･鉛･亜鉛

石灰岩

石灰岩･重晶石

珪藻土
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アカンバイ(AcaInbay)

アパスコ(Apasco)

グアダルッペ(Guada1upe)

イスタパン･デ･ラ･サル

�硴�慮��卡�

イストラウアカ(Ixtlahuaca)

ラｰゴ･デ･タスコカ(LagodeTaxcoca)

モレｰロス(More106)

オコヨアカツク(Ocoyoacac)

オコヨテペック(Ocoyotepec)

スルチペック(Sultepec)

テマスカノレテペック(Temasca1tep㏄)

トラトラヤ(T1at1aya)

バｰジェ･デ･ブラボｰ(Va11edeBra∀o)

サグアルパ:■(Zacualpan)

錫

石灰岩

水銀

耐火粘土

珪藻土

炭酸ソｰダｰ

ベントナイト

雲母

石灰岩

銀･銅･鉛･亜鉛

金･銀･重晶石

金･銀

トリポリ石

銀･ホタル石

(16)モレｰロス(腋｡正ehs)州

メキシコの首都メキシコ市の南にあり連邦州に隣接

するこの州は面積も小さく鉱業も余り盛んではない.

しかしプエブラ州に近い南部のトラルキテナンゴ(T1a･

1quitenango)のウアウトラ(Huaut1a)から金･銀･銅

･鉛を産出する他石灰岩･大理石･石膏等も産する.

1968年の鉱産額は2,890万ペソでこの中金属部門が

62%を占めておりメキシコ全鉱産額の0.47%に相当す

る.鉱山従業者数は120名である(第24図)､

19目'

寺

20一､!O'99目

け年五↓'L

､

!｣㌃イ

1与④

､∵子

�

②

��

＼ノド㌧小

←ノン音しql■

ノ1ヂ

.一ノ1.

℀

�

.､1

エプラｰ“

第24図モレｰ回

ス州の鉱山分布図

ウアウトラ(Huautla)

フイテペス(Jui亡epes)

マカトラン(Macatlan)

サラスドック(Xa1astoc)

銀･銅･鉛･亜鉛

石灰岩

石膏

大理石･珪灰石�
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アギリｰジャ(Agui1i11a)

アキラ(Aqui1a)

ア:/ガンゲオ(Angangueo)

アルテアガ(Araeaga)

カビｰレス(Cabires)

セロ･デノレ･ジェソ(Cerrode1Yeso)

チャロ(Charo)

エル･ホイエロ(E1Joyero)

エル.マルケス(E1Marques)

エル･ベナｰド(E1Venado)

エドウｰクアロ(E此｡uaro)

ウエタモ(Huetamo)

インクアラン(Inguarるn)

ラ･グアヤベラ(LaGuayabera)

ラ･ピエダｰ(LaPiedad)

ラ･ベルデ(LaVerde)

ラス･ブｰファス(LasBufas)

ラストゥルｰチャス(LasTmchas)

ロス･ポンス(LosPozos)

ヌエボ･チュルムコ(NuevoChummuco)

オロペオ(OroPeo)

リオ･グア･グア(RioGuaGua)

サン･イシドロ(SanIsidro)

エノミルカテペック(Tepalcatepec)

サカブ(Zacaわu)

ジタｰクアロ(Zitる｡uaエ｡)

石灰岩

鉄

銀･鉛

金･銅

錫

肩膏

トリポリ石･珪藻土

鉄

銀･銅･鉛･亜鉛

鉄

石灰岩

銅

鋼

鉄

パｰライト

銅

鉄

鉄

銭

銅

鋼

鉄

銅

重晶石

珪藻土

珪藻土
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第25図ナヤリ州の鉱山分布図

アマトラン(Amat1会n)

コンポステｰラ(Compostela)

イゲｰラス･ブランスカ

��略牡���慳�

ミｰナ･クチャｰラス(MinaCucharas)

ロス･ナポリｰトス(LosNapo1itos)

レアル･デル･オロ(RealdelOro)

サンタ･マリア･デノレ･オロ

�慮�物�敬��

サボタン(Zapot左n)

珪砂･石灰岩

金･銀

石灰岩

鋼

錫

余

金･銀･鉛･亜鉛

石灰岩

(17)ナヤリ(Nay蛆並)州

太平洋に面しメキシコのほぼ中央部に位置するこの

州は農業と牧畜業を主とし鉱業は余り盛んでは荏い.

わずかに金･銀を少量産出する他石灰岩の採掘が行な

われている程度である.州都のテビック(Tepic)の近

くには“ハル(Ja1)"と呼ばれる凝灰岩カミあり建築材料

として用いられている.1968年の鉱産額は約100万ペ

ソにしか過ぎない(第25図).

(18)ヌエボ･レオン(N11町｡Le6n)州

メキシコの北東部に位置し東シエラ･マｰドレに属

するこの州は重晶石の産出量が全体の27.4%%で第3位

にある他セメント用石灰岩カミ大量に採掘されている.

また燐鉱石･石膏･岩塩も産し非金属鉱業が盛んであ

るが金属鉱業は銀･銅を伴う鉛鉱床が小規模に稼行さ

れているに止まっている.しかしモンテレイ(Mon-

terray)には鉛の製錬所および製鉄所がありセメント

工場も存在する.

1968年の鉱産額は1億6,480万ペソで全体の2.66%に

相当'しこの中石灰岩の産出額が約85%を占めている.

また鉱山従業者数は2,460人である(第26図).

(19)オアハカ(0axaca)州

太平洋岸に面しメキシコの南東部に位置するこの州�
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第27図オアノ･カ州の鉱山分布図
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アジェンデ(A11ende)

アラムベリ(Ara㎜be酊i)

ドゥｰルセス･ノンブレス

�由捥獎潭���

ランパソス(La㎜pazos)

ミｰナ(Mina)

ミトラ･イ■アルテアガ

�楴牡祁牴�条�

モンテレイ(Monterrey)

モンドセラット(Montserrat)

ラヨｰネス(Royones)

サン･ニコラス(SanNicolas)

サンタ･カタリｰナ(SantaCatalina)

シエラ･デ･コマス(SierradeCo㎜as)

シエラ･デ･サビｰナス

(Seil=】=adeSabi口as)

シエラス･デ･カルボネｰラ

��������牡�

ビｰジヤ･デ･ガルシｰア

������楡�

滑石

燐鉱･滑石･重晶石

銀･鉛･亜鉛

石炭

重晶石･石膏

燐鉱

重晶石･石灰砦

銀･鉛･亜鉛

重晶石

金･銀･鉛･亜鉛

石英

銀･銅･鉛･亜鉛

銀･銅･鉛･亜鉛

燐鉱･ストロンチウム

･重晶石

塩

は交通の発達カミ遅れているため鉱業の探査も不充分で

ありポテンジアリティｰは高いといわれなカミらも鉱業

は不振の状況にある.金属部門ではイストラン･デ･

ファｰレス(Ixt1をnde〕uarez)地域のナナイビタｰ(Na-

tiVidad)から金･銀･銅･鉛･亜鉛を産しこの中金

の産出量はメキシコで第6位にありこの他アンチモ

ンも産する.非金属部門では大理石･オニックス･雲

母･燐鉱･石英･長石等を産出するが金属部門に比べ

て低調であるといえよう.

1968年の鉱産額は4,690万ペソでメキシコ全鉱産額

の0.76%に相当しこの中銀が3,090万ペソ金が660万
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クアナナ(Cuanana)

エル･コンスエ1コ(ElConsuelo)

ウイツオ(HuitZO)

フチタン(Juchit自n)

ラ･ベントｰサ(LaVentosa)

ラグｰナス(Lag1エnas)

ラス･エスペラシサス(LasEsperanzas)

ジャノ･デル･シエ日(LlamdelCielo)

マグダレナ(Magdal㎝a)

ミステペック(Mixtepec)

ナティビタｰ(Natividad)

ニルテペック(Niltep㏄)

オアハカ(Oaxaca)

サリｰナ･クルス(SalinaCmz)

サン･ファン･ミステペック

�慮�慮�硴数散�

テコポｰテス(Tecojotes)

テリストラウアカ(Telixtlahuaca)

テキシストラン(Tequisist1台n)

テソアトラン(Tezoa泌n)

トラシアコ(T1axiaco)

ヤセ(Yax6)

サアチラ(Zaachi1a)

サニｰサ･レシピメント･リオ･ウモ

(ZanizaR㏄ibime聰toRioHumo)

シマトラン(Zimat1色n)

石炭

石炭

チタン･燐鉱

石灰岩

鉄

石灰岩

鉄

燐鉱

オニックス

石炭

金･銀･銅･鉛

鉄

石灰岩

塩

雲母

アンチモン

雲母･石英･長石･ウ

ラン

オニックス

石膏

石菅･粘土

亜鉛

雲母

鉄

雲母

ペソの産額を示し金･銀で80%を占めている(第27図).

(20)プヨ:ブラ(P11曲h)州

メキシコ市の東側にありイダノレゴベラクルスオ

アハカの各州に囲まれたこの州はセメント用石灰岩お

よびパｰライトが主要鉱産物でこの他長石･オニック

ス･重晶石等も産する.金属部門は銀を少量産する他�
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アカトラン(Acat1主n)

アウアソテペック(Ahuazotepec)

=!アメカ(Coam㏄a)

チアウトラ(C11iautla)

チエトラ(Chietla)

チグナウトラ(ChigIlaut1盆)

ワチナンゴ(HuaChinangO)

イスタカマスナイトラン(Ixtacamaxtit1全n)

ホラノレバン(Jola1pan)

オリエンタル(Orienta1)

ペトラルシンゴ(Petlalcingo)

ブェブラ(Puebla)

テウアカン(Tehuacan)

テペアカ(Tepeaca)

テペヒ(Tepeji)

テペヤウアルユ(Tepeyahualco)

テテｰラ･デ･オカンポ

�整敬�敏���

テシウトラン(Teziu砒n)

サカトラン(Z乱｡atIξn)

サウトラ(Zautla)

鍋･クロｰム･滑石

長石

鉄

重晶石

石膏

石灰岩

珪砂

カオリン･石英

鉛･銅･鉄

珪砂･パｰライト

カオリン･粘土

石灰岩

船･亜鉛･石灰岩･石膏

石灰岩･大理石･石膏

石灰岩･重晶石

長石･珪砂

金･銀

銀･銅

石英･長石

金･銀･銅

はほとんど見るべきものが無い.メキシコではパｰラ

イトはプエブラ州のオリエンタル(Or五enta1)が全産出

量をまかなっておりアウアソテペック(Ahuazotepec)

には窯業用長石の2,500トン(月産)処理工場また

テペアカ(Tepeaca)にはオニックスの研磨工場等非金属

工業が盛んである.さらにテシウトラン(TeziutIξn)

付近にはフェロマンガン･フエロクロｰムプラントプ
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第29図

ケレタロ州の鉱山分

布図
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カデレイタ(Cadereyta)

エル･ディレクトｰル(E1Director)

ウィミルハン(Huimilpm)

ラ･コニァｰダ(LaCoiada)

ラ･ネグラ(LaNegra)

ベニヤミシェｰル(Peiami11er)

ピナル･デ･アモｰレス

(PinaldeA㎜oles)

リオ･ブランコ(RioB1anco)

サン･ホアキン(SanJoaquin)

ソヤタル(Soyata1)

テキズキアバン(Tequisquiapan)

トリマン(To1量㎜色n)

ビサロン(Vizaπ6n)

カオリン･水銀

金･銀･銅･鉛･亜鉛

･水銀

錫

オノく一ノレ

銀･鉛･亜鉛

金･銀･銅･鉛･亜鉛

･水銀

金･銀･鋼･鉛･亜鉛

･水銀

水銀

水銀

アンチモン

粘土

アンチモン･ベントナ

イト

石灰岩･大理石

エブラ(Pueb1a)には製鋼プラントもあり金属加工業

も行なわれている.

1968年の鉱業額は2,130万ペソでメキシコ全体の0.

34%であり鉱山従業者数は約1,800名である(第28図).

(21)ケレタロ(Q似⑧鵬他ro)州

メキシコのほぼ中央部に位置するこの州は水銀の産出

量が多く全体の約50%を占める他アンチモン･オパ

ｰル･ベントナイト等を産する.水銀の主要産地はサ

ン･ホアキン(SanJoaquin)カデレイタ(Cadereyta)

ぺ一ニヤ･ミジェｰル(Pe丘aMi11er)ピナル･デ･ア

モｰレス(Pina1deAmo1es)リオ･ブランコ(Rio

B1anco)およびソヤタル(Soyata1)である.またカ

デレイタからは相当量の銀･銅･鉛･亜鉛も産出する.

1968年の鉱産額は約2,000万ペソでメキシコ全体の

0.32%にしかすぎないがこの中96κが水銀の産出額で�
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アウアルルコ(Alhua1uluco)

カトｰルセ(Catorce)

セ1コ･ココノ(Ce工roCocono)

チャルカス(Charcas)

D.グティエレス(D.Guti6ne2)

エル･フェニックス(E1Fるnix)

グアダルカザｰル(Guadalcazar)

ワスカマ(Huascam色)

イレスカス(I11escas)

ラ･バス(LaPaz)

モクテスｰマ(Moctezuma)

さドロ･モントｰヤ(PedroMontoya)

ラモス(Ramos)

サリ』ナス(Salinas)

サント･ドミンゴ(SantoDomingo)

ビｰジャ･デ･アリアガ

�����物慧�

ビｰジヤ･イダルゴ(Vi11aH三dalgo)

ワドレイσVad1ey)

サラゴ｣サ(Zaragoza)

カオリン

銀･銅･鉛･亜鉛

燐鉱

金･銀･銅･鉛･亜鉛

･バナジウム

銀･銅･石灰岩

硫黄

銅･錫･水銀･石膏･粘土

硫黄

マンガン

金･銀･銅･鉛･亜鉛

銅

ホタル石

銅

塩

燐鉱･マンガン

錫

石灰岩

アンチモン

ホタル石･石灰岩
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�
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

アリシトス(A1istos)

ノミディラグアト(Badiraguato)

コンコルディア(Concordia)

コサラ(Cosa1会)

クリアカン(Cu1iacるn)

チョイス(Choix)

エル･チチ(E1Chichi)

エル■タラヨｰテ(E1Talayote)

エル･タンボｰル(ElTambor)

ホキスティカ(Jocuixtica)

ロス･バシｰト.ス(LosVasitos)

モコリｰト(Mocorito)

サン･ホセ･デ･ガルシア

(SanJosるdeGarcia)

サン･マル1コス(SanMarcos)

シナロア(Sina1oa)

トボラ(Tobora)

タメアパ(Tameapa)

コバルト･ニッケル

塑･ニッケル･モリブ

アン

金･銀

銀･鉛･蒼鉛

石灰岩

銅･鉄

金･銀･鉛

金･銀

鉛

銀･鉛･亜鉛

鉄

石灰岩

金

銅

金

金･銀･銅･タングス

テン

鋼･モリブデン

あり鉱山従業者数約1,000名の大半も水銀鉱山で働い

ている(第29図)･

(22)サン･ルイス･ポトシ(Sanh1is恥t09三)J■IlI

メキシコの北東部東シエラ･マｰドレ地帯に属する

この州は以前には主要な金属鉱業州として知られていた

が最近は衰退気味でありわずかに銀の産出量が全体

の7.1%で第5位といった状況にある.しかしホ

タル石およびアンチモンの産出量はメキシコでは第･1位

にありホタノレ石は全体の29.3%を産出している.こ

のホタノレ石はリオベノレデ(Rioverde)地域のプエブラ･

モントｰヤ(Pue止1aMontoya)から主として産し,1968

年の同州の鉱産額の37.5%を占めている.アンチモン

はワドレイ(Wad1ey)から主として産する他チャノレカ

ス(Charcas)'ラ･パス(LaPaz)カトｰノレセ(Catorce)

などから金･銀･銅･鉛･亜鉛が相当量産出されてい

る.またワスカマ(Huasca㎜を)から硫黄ビｰジヤ

･イダルゴ(Vi11aHida1go)からは石灰岩が産出され

サン･ルイス･ポトシ市の東部では耐火粘土および燐鉱

石(銀青石を含む)も産する.

サン･ルイス･ポトシ市には金･銀･鉛･銅を対象と

した製錬所があり年間2万トンの銅が生産されている.

1968年の鉱産額は4億490万ペソでメキシコ全鉱産

額の6.54%.を占めておりその内訳はホタノレ石1億5,1

90万ペソ石灰岩1,310万ペソ硫黄1,220万ペソ等とな

っており鉱山従業者数は約7,400名である.最近こ�
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第36図

ベラクルス州の鉱山分布図

アルマクレス

('u一皿agreS)

アルト･ルセｰ口

(AltoLuceτo)

ウァヤココトラ

ラノ胆芋貨｡t1a)

�慳��猩

ミナティトラン

(Minatitlるn)

オリサバ(0rizaba)

ペロｰテ(Perote)

鉄

珪藻土

カオリン

鉄･銅

硫黄･塩･カ

リウム･珪砂

石灰岩･ドロ

マイト

石灰岩

(28)ベラクルス(Ver86mg)州

メキシコ湾沿いに細長く延びるこの州は先に述べた

ように石油を産出するがこの他硫黄･珪砂等を産する.

ユ968年の硫黄の産出量は約150万トン(1973年ユ60万トン)

であり珪砂は1.3万トンである.金属部門で銅･鉛

･亜鉛等を少量産したことがあるが非金属部門に比し

て重要性はきわめて低い.

1968年の鉱産額は8億7,500万ペソでメキシコ全鉱

産額の13.48%を占めチワワ州に次いで第2位にあり

鉱山従業者数は約2,500名である(第36図).

(29)サカテカス(Zac就ec舶)州

メキシコの中央部よりやや北寄りにあるこの州は先

にも述べるように鉱産額はソノラ州についで第4位にあ

り金は全体の10.7%で第4位銀は14.O%で第2位

鋼は9.3房で第4位鉛は11.0%で第2位亜鉛は16.3

男で第2位の産出額を示し貴金属および非鉄金属の部

門で重要な位置を占めている.この他水銀･蒼鉛･

アンチモン･錫等の鉱床も知られており非金属として

は重晶石･燐鉱等を産する.

鉱業の中心地としてはブレスニｰジョ(Fresni11o)

ソンブレｰテ(So㎜brete)コンセプシオン･デル･オ

ロ(Concepci6nde1O工｡)メルチョｰル･オカンポ

(Me1chorOcampo)マサピル(Mazapi1)サカテ

カス(Zacatecas)等で鉱石はモンテレイ(Monte工rey)

サルチイｰジョ(Sa1ti11o)テレオン(Terre6n)サ

ン･ルイス･ポトシ(SanLuisPOtOsi)等の製錬所に

送られている(第12表第38図).1968年の鉱産額は4億

5,780万ペソで全体のτ39房に相当しこの中金属部

門(銀･銅･鉛･亜鉛)が87.4%を占めている.また

鉱山従業者数は9,500人である(第37図).
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ユ5
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㈰

㈱

㈲

カヌティｰジョ(Conut三11o)

セロ･バストリｰア(CerroPastoria)

コンセプシオン･デル･オロ

�潮捥灣椶����

チャルチウイテス(Chalchihuites)

エノレ･ボテ(E1Bote)

エル･サルコ(E1Zarco)

ブレスニｰジョ(Fresni11o)

グアダルッペ(G1ユadalupe)

ノ､ノレノく(Jalpa)

フアン･アルダマ(JuanAldama)

マサピル(Mazapi1)

メスキタル･デル･オロ

���楴�����

ニエベス(Nieves)

ノｰチェ･ブエナ(NochiBueha)

ノくチェコ(Pacheco)

ピノス(PinOs)

サイン･アルト(SainA1to)

ソンブレｰテ(So血brete)

タヤウア(Tay出ua)

ビｰジヤ･デ･コス(ViuadeCoss)

ビｰジャ･G･オルテガ(Vi11aG.Ortego)

サカテカス(Zacatecas)

燐鉱

石灰岩

畿去鍋.鉛'亜鉛

金･銀･鉛･亜鉛

銀･銅･鉛･亜鉛

蒼鉛

銀･銅･鉛･亜鉛

カオリン

ホタル石

錫

麟鉱･重晶石

金･銀･鉛

余

金･銀･銅･鉛･亜鉛

アンチモン

銀

水銀･錫

金･銀･鉛･亜鉛･錫

ホタル石

垣

燐鉱

金･銀･鉛･亜鉛

4)あとがき

以上メキシコの金属および非金属に関する鉱業事情

について撫況を述べたが鉱業額等についてはデｰタも

古くまた主要鉱産物以外について平生産状況が不明確

であり不充分な点が多い.

しかしながらこれによってメキシコの鉱産状況は

ほぼ推察されまた鉱種の組合わせによってある程�
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ブスタマンテ(Bustamanto)

エル･ノビｰジョ(E1Novi11o)

グエメス(Guemez)

ウイサチャル(Hui2achal)

ジュラ(Llera)

マゲｰ口(Madero)

ミキウアナ(Miquihuma)

オカンポ(Oca㎜po)

キンナ1](Quintero)

サン･ホセ(SanJos6)

サン･ニコラス(SanNicolas)

ホタル石･銀

石綿･滑石･チタン

石灰岩

銅･重晶石

鉛･亜鉛

硫黄

銅･鉛･亜鉛

ホタル石･重晶石

燐鉱

銅

銀･鉛

エスパニｰダ(Espaiita)

イストウルニ1(IXtulCO)

ノくノトラ(PanOtla)

サン･シメオン(SanSime6n)

テレナ･テ(Terrenate)

トラスカラ(T1axcala)

トトラック(Toto1ac)

珪藻土

珪藻土

珪藻土･トリポリ石

ドロマイト

粘土

粘土

トリポリ石

れており炭団も2ケ所に存在するが炭質は余り良く

ない.1968年の鉱産額は5億7,910万ペソそ全体の

9.35%であるがこの中の95%はカナネア鉱山の銅およ

び銀の鉱産額によって占められ残りは黒鉛とタングス

テンの産出によるものであり鉱山従業者数は3,700名

でメキシコ全体の1.2%に相当する(第32図).

(25)タバスコ(Tb鵬Go)州

メキシコの東南部に位置しメキシコ湾に臨むこの州

はテアパ(Teapa)でドロマイトが採掘されベラクル

スの製鋼プラントに送られている他セメント用石灰岩

を稼行してセント工場を建設する計画もあるといわれて

いるが鉱産額については不明である(第33図).

(26)タマウリパス(T8m舳1妨鵬)州

メキシコの北東端に位置しアメリカのテキサス州に

隣接しまたメキシコ湾に臨んでいるこの州は少量の銀

･鉛･亜鉛を産する他ビクトリア(VictOria)市の近く

のエル･ノビｰジョ(E1Novi11o)には石綿･滑石･チ

タンの存在が知られている.

1968年の鉱産額は780万ペソで全体のO.13%に過ぎ

ずこの中鉛が370万ペソ銀が150万ペソ燐鉱が40

万ペソである.しかしこの州はヌエボ･レオン州

と同じくポテンジアリティｰはあるといわれている

(第34図).

(27)トラスカラ(maxo釧a)州

先に述べたプエブラ州に囲まれたような状況でメキ

シコの中央部よりやや南側に位置するこの州は面積も小

さく非金属鉱業以外余り見るべきものは無い.主要

鉱産物としては珪藻土･石灰岩･粘土鉱物であり1968

年の鉱産額は230万ペソで全体の0.04%に過ぎず鉱

山従業者数は93名である.

トラスカラ州は地質調査が不充分でそのポテンジア

リティｰは不明である(第35図).�
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州

コアウイラ(Coahui1a)

ヌエボ･

レオン

�略癯���

地

区

モンクロｰバ(Monc1ova)

モンテレイ(Monterry)

生産量

��ご斤

�〰�〰ご爿

会社

名

メキシコ高炉会社

����浯�敍�楣漬���

モンテレイ

�潮�牲��

注:T/D:

日産トン数

T/Y:年産トン数

ことは困難でありしぱらく時間的間隔があることを予

めお断りしておきたい.

(筆者は鉱床部現メキシコ国天然資源審議会派遣専門家)
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第39図

メキシコの年間平均降

雨量(1971～1951年)
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第38図

メキシコの主要非鉄金属製錬所および製鉄所位置図

度鉱床の性質が推定出来るものもあり先に述

べた地質を参照すればポテンシアルの高い地域

も浮び上ってくるように思われる.しかし今

の段階ではポテンジアリティｰを云々するのは

勿論早計でありメキシコのある州の鉱床が問

題にたったときその付近にはどういうタイプ

の鉱化作用があったかということが判明すれば

この小文の目的は果せると考えられる.

なお最後にメキシコの年間降雨量図を添付し

た.これは鉱床の二次富化作用と関係が深く

植生にも大きく影響するので探査活動の難易

を推定する上にも必要と思われる(第39図).

次回は各種鉱床の地質と鉱化作用について述

べる予定であるが与えられる仕事の合間をぬ

ってデｰタを収集しているため継続して書く

第12表

メキシコの主要非鉄金属製錬所およ

び製鉄所

川,�地区�生産量�会社名

バッノ･･カリフォノレニア�ムレヘｰサンタ･ロサリア��

(BajaCali{omia)�(MuIoje-SmtaRosa1ia)�150T/D�サンタ･ロサリア鉱山会社

���慍楮敲慓慮�副��愬���

チワワ(Chihuahua)�アバロス(Avalos)*�1,400T/D�アザルコ･メヒカｰナ

��(金･銀･鉛･銅)�(A昌arcoMexicana,S1A.)

サン･ノレイス･ポトシ�サン･ルイス･ポトシ料�670T/D�アザルヨ･メヒカｰナ

(S･nLuispot･･i)��(金･銀･鉛･銅)�

ソノラ(Sonora)�カナネア(Cananea)�500T/D�カナネア鉱山会社

���慍楮敲��慮慮����

州�地区�生産量�会社名

��

コアウイラ(Coahui1a)�クァトロ･シエネガス(C･ut･･Ci･n･g･･)'�20T/D�ノエ･デ･ラ･ガルサｰサンタ･マリア

�����慇�穡�慮��物�

〃�ムスキス(Mizquiz)�100T/D�メキシコ製錬金杜

���(MineraMeta1缶gicaMexicanaS.A.)

〃�オカンポ(OcamPo)�100T/D�ロス･アンヘレス鉱産金杜

���(Cia.MineraLosA㎎e1es,S.deR.L.)

〃�テレオン(Ten6n)�24,000T/M�ペニョｰレス(Met･MexPe丘｡les,S.A.)

チワワ(Chihuahua)�アバロス(Ava1os)*�1,400T/D�アザルコ･メヒカｰナ

ヌエボレオン�モンテレイ(Monterrey)��

(NuevoLe6n)��520T/D�アザルコ･メヒカｰナ

〃�〃�10,000T/M�ペニョ』レス

サン･ルイス･ポトン�サン･ノレイス･ポトン**��

(SanLuisPotosi)��670T/D�アサノレコ･メヒカｰナ

��■�■■■■

亜鉛

州

コアウイラ(Coahui1a)

地区

サン;ファン･デ･サビｰナス

�慮�慮�卡��猩

サルチィｰジョ(Sa1ti11jo)

生産屋

㌵ご斤

��ご爿

会社名

アサノレコ･メヒカ』ナ

シンカメックス(Zincamix,S.A.)

注1T/D:日産トン数

T/M:月産トン数丁/Y:年産Iトン数�
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